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Abstract
More than a year has passed since the start of Japan’s Certified Nursery School
system. Germany has been a leader in unifying levels of infant care and operates
general infant education facilities known as Kindertagesstätte (KITA). The objective
of this research is to report on the situation of the unification of infant care
centering on the conditions prevalent in early choildhood education in Berlin,
Germany.
はじめに
子育てをめぐる状況は様々なところで議論がなされているが、まさに子育て最前線で
あり、わが国の子育て施設の中心拠点である幼稚園、保育所に対する期待感や要望は日
増しに増加している現状がある。子育て支援機関のひとつである幼稚園は言うまでもな
くわが国では学校という位置づけにある。平成 19（2007）年、学校教育法が 60 数年ぶ
りに全面改正され、幼稚園を含めて小学校以下、特に目的の変更を中心に改正がなされ
た。中でも幼稚園の目的変更は著しく、「義務教育及びその後の教育の基礎を培うもの
として、幼児を保育し、幼児の健やかな成長のために適当な環境を与えて、その心身の
発達を助長すること」（学校教育法第 22 条）と規定された。幼児教育は、人間生涯を
通じての基礎を培うものと明確に位置づけされ、さらに幼児教育の重要性が問われるこ
ととなっている。加えて同法第 24 条において幼稚園は第 22 条の目的を達成するほか「保
護者及び地域住民その他の関係者からの相談に応じ、必要な情報の提供及び助言を行う
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など、家庭及び地域における幼児期の教育の支援に努めるものとする」と新たな責務が
付け加えられたのである。
ところで子育て支援機関として、わが国では前述の幼稚園に加え、保育所が存在する。
保育所は児童福祉施設であり、幼稚園とは制度を異にするため、わが国の保育施策は「幼
保二元」という形式がとられている。しかしながら、子育てをめぐる社会環境の変化、
子育て支援の多様性という観点から、「幼稚園＝学校、保育所＝児童福祉施設」という
枠組みのみでは解決しがたい局面も存在するのが我が国の保育制度の実情でもある。ま
た保育制度そのものへの財源問題も含めて、幼稚園・保育所両者の機能を備えたいわゆ
る｢総合施設｣制度の試行を経て、事実上の「保育一元」化となる「認定こども園」制度
が、わが国でも昨年からスタートしている。
「認定こども園」制度は我が国で諸議論を重ねてきた「保育一元」問題を解決するた
めの切り札となるかどうか、今後の推移を見守る他ないのだが、すでに「認定こども園」
を先行実施している国にドイツがある。
ドイツは幼保一元化に先立ち、KITA(Kindertagesstätte)と称される総合幼児教育施
設を展開している。「認定こども園」制度がスタートして１年余経過するが、本研究で
はドイツのベルリンにおける幼児教育の現状を中心に幼保一元の現況を報告することを
目的とするものである。
１．ドイツにおける幼児教育の現状
ドイツにおける保育制度については東西ドイツの分裂時代から様々な考え方があり、
東西ドイツにおいて保育制度そのものも根本から異なっていた。旧東ドイツにあっては
その国家体制を反映した政策として、女性の就労を保障する目的として早くから乳児期
からの保育が充実していた 1)。一方、西ドイツでは我が国においても近年まで主要な育
児思想であった「３歳児神話」が西ドイツの伝統的思考であったため、３歳までの子育
ては家庭で行うことが一般とされ、東ドイツの保育制度の発展は見なかった。しかし、
「ベルリンの壁」崩壊以降、1990 年に東西ドイツが統合されることにより、保育制度も
劇的な変容をみせることになった。小宮山によると、ドイツにおける保育制度を規定す
る法律は、児童青少年援助法（Kinder- und Jugendhilfe-gesetz、KJHG,1991 年 1 月 1
日施行）である。各州はこれをもとにそれぞれ独自の法律を制定して運用している 2)。
「地方分権」はドイツの保育制度の大きな特徴の一つである。各州は連邦法をもとに独
自の州法を定めて保育行政を行なっているが、その結果として保育サービスについては
州ごとの相違が大きい点もその特徴である。さらに都市と地方との相違も求められる。
ところで保育制度を連邦レベルで所管しているのは、連邦家庭・高齢者・女性・青少
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年省（Bundesministerium fur Familie,Senioren,Frauen und Jugend)である。我が国
の文部科学省ではなく、厚生労働省にあたる部局が保育関係全体を管轄している。制度
面での「幼保一元化」はドイツの保育制度の特徴であるが、後段に登場する KITA も「幼
保一元化」の流れにより、保育園と幼稚園は目的を異にして並列する施設ではなく、年
齢別の保育施設として位置づけたのである。このことは、子ども時代全体という単位で
とらえ、子どもの養護、保育、教育を総合して考え得るということは、行政が柔軟な施
策が展開できると考えられていることを小宮山は指摘する 2)。
ドイツ社会の少子化と家族の労働観の変化をとらえ、特に旧西ドイツにおける保育施
設の不足等の問題を魚住が取り上げている 3)。政府は 1991 年の青少年支援法改正によ
り 3 歳以上の就学前の幼児に保育施設に通う権利を保障し、各州に保育施設の整備を義
務づけ、さらに保育設置促進法の施行（2005 年）により、両親が共働き、ひとり親、職
業訓練中もしくは教育期間中の 3 歳未満児のために、保育の質に配慮した柔軟な保育を
整備することが州および地方自治体の責務とされた。しかしながら、旧西ドイツ地域の
保育施設整備の状況は人件費の問題、あるいは幼児教育専門職の不足もあり、対応の遅
れが目立っている。ただし、2005 年試行の保育設置促進法により、今後さらに保育施設
が拡充することが予想され、現実的には都市部を中心として増加傾向にあることが報告
されている 3)。
加えて、2001 年のドイツにおける「PISA ショック」に端を発する学力低下議論は、
幼児教育の政策に大きな影響を及ぼしたとされている 4)。就学前教育、すなわち幼児教
育において「PISA ショック」が結果として知的教育への志向性を強めることとなり、
必然的に就学前教育段階での知的教育に重点のひとつが置かれることとなったのである。
後段で取り上げる KITA のひとつでは、早期教育プログラムが進行しており、まさに政
策を反映した結果といえる。
２．保育サービスの現状
ドイツにおける保育サービスの種類をみると、およそ以下のとおりである 5) 6)。
（１）生後８週から３歳のための子どもの通う保育所（Kinderkrippe）
（２）3 歳児から小学校就学までの子どもの通う幼稚園（Kindergarten）
（３）８ヶ月から小学校就学までの子どもの通う総合幼児教育施設
（KITA：Kindertagesstätte）
（４）6～12 歳児が放課後通う学童保育所（Kinderhort）
（５）いわゆる保育ママ(Tagesmütter)、保育パパ(Tagesväter)が主体となり
提供される家庭託児保育（Familientagespflege）
－ 181 －
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制度上、ドイツでは保育所と幼稚園は年齢別の施設となっている。幼稚園と保育所、
あるいは学童保育所などを１ヶ所にまとめたものが KITA（Kindertagesstätte）である。
KITA へ移行する理由として小宮山は３つの次のようなメリットを挙げている 2)。その
ひとつは 3 歳になった保育園児が幼稚園に移る必要がなく、また、小学校に入学した児
童が放課後に今までと同じ保育施設に通えるという利点である。次に年齢混合クラスの
構成などにより、核家族化、少子化による子どもたちの人間関係体験の不足を補う可能
性が認められる点である。最後は保育内容に関しても長期的計画をたてやすいという点
が指摘される。KITA は都市部で中心となっている施設であり、特に本稿で紹介するベ
ルリンでの保育施設は KITA に収斂される傾向にあることが前出の小宮山によって報告
されている。KITA は知的な教育に力を入れているところに特色があるところから、需
要が高まっていることと推察される（ベルリン市内の KITA については以下にて詳細）。
家庭託児保育（Familientagespflege）は、我が国のいわゆる「保育ママ」(Tagesmütter)
に相当するものである。小宮山によると、保育ママ（Tagesmutter）には資格等特別な
認可はなく、直接両親と交渉して仕事をしてい
ることが報告されている。若干の州では家庭託
児保育の取り決めを行なう団体に州の補助金が
出る。保育ママの資質向上や公的な認知につと
める団体に連邦から補助金が出ることもある。
２．ベルリンにおける幼児教育の実際
ドイツにおける多様な保育のあり方について
は先に述べたとおりであるが、ここではベルリ
ン市内における幼児教育の実際について、２ヶ
所の幼児教育施設を通じて概観する。
（ １ ） ベ ル リ ン 自 由 大 学 附 属 こ ど も 園
（Kindertagessätte des Studentenwerks der Freien
Universität）
注)
本園はベルリン自由大学の関係者が利用する施設
である。関係者とは大学のスタッフはもちろんのこ
と、大学へ通う学生、あるいは実習生にも供される
仕組みになっている。これは本園のみならず、フン
ボルト大学をはじめとして、ベルリン市内の総合大
図 1 ベルリン自由大学附属
こども園 全景
図 2 昼食時の果物
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ボルト大学をはじめとして、ベルリン市内の総合大
図 1 ベルリン自由大学附属
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図 2 昼食時の果物
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学、あるいは専門大学は自身が設置主体となり、保育施設を運営しており、（2008 年時
点で 10 ヶ所）大学の設置する園へ利用を希望する学生、あるいは実習生はそれぞれの授
業スケジュールに合わせて利用することが可能となっている。
開所時間は授業の開講日と不開講日によって異なるが、授業開講日は月曜から金曜ま
で朝７時 30 分より夕方 6 時 30 分、不開講日は朝 8 時から夕方 5 時 30 分まで開設されて
いる。現在の子ども数は 165 名であるが、一部であるが学外の客員研究者の子どもが利
用している。
本園への訪問は 2008(平成 20)年 2月 5日に
行われた。当日は園長が不在のため、主任先生である Gabriele Bartholdklos 氏ともう
ひとりの教師に対応していただいた。本園は独自の教育プログラムの下、調和のとれた
人間形成の方針の下、独自の教育プログラムが提供されている。特に子どもの身体の発
達や健康に留意しており、外での遊びが重視されている 7)。健康の側面から栄養面が配
慮されており、朝食やおやつはもちろんのこと、飲み物、果物など子どもが必要なとき
に提供されるシステムとなっている（図２参照）。なお、本園では自身の調理室を完備
しており、ここで子ども向けの食事の調理等を行っている（図３、４参照）。
また 2006 年 10 月からはベルリン市内の 50 ヶ所の KITA が参加する“Live of the small
図４ 調理室図 ３ 調理室
図 6 教師の話をきく子どもたち図 5 保育室の様子
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researchers”（小さな研究者と生活する）”運動に参加している。この取組を通じて科
学への興味や科学への初歩的導入のみなら
ず、言語的な能力を伸ばすことに視点が置
かれたものである。これは前述の幼児教育
における知的教育の推進の結果であると推
察される。
ところで、通常の保育はどのような形で
実施されているのであろうか。我々が訪問
した当日は「カーニバル」という行事の最
中であり、教師も子どもたちもみな思い思いの仮装をしていたのが印象的である（図５、
図６図参照）
図７は乳児のおむつ交換をする教師の様子である。
我が国と比較して交換台そのものが大きく、高さも
大人が交換しやすいものになっている。訪問時、昼
食の時間帯であったことから、昼食終了後に午睡を
とるところはわが国の保育所と変わらない光景であ
る（図８参照）。
ところで、子どもの遊びの様子はどのようになっ
ているのだろうか。図９はおもちゃで遊ぶ乳児であ
るが、本園では身体能力の開発にも意欲を注いでい
るため、室内には体育室が備えられていた（図 10
参照）。訪問時では外遊びは見られなかったが、次
に紹介する園では午前中、外遊びを行っている姿が
見られた。外遊びを行うには十分すぎるスペースが
確保されていたことは特筆に価する。ところで写真
図 8 午睡の準備 図 9 おもちゃであそぶ乳児
図 ７ 乳児のおむつをかえる保育者
図 10 室内での体育室
図 11 園庭（左奥が園舎）
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では、わかりづらいが、園庭はわが国のそれと異なり、
全面が「砂」であった。この点はわが国の幼稚園や保
育所、あるいは公園に設置してある砂場のルーツを明
らかにした笠間の著書においてドイツの幼稚園と砂と
の関係が示されている 8)。地面そのものが砂であるこ
とは、運動面でも適度な量が確保されるだけでなく、
安全という観点からも有効である。わが国では衛生上
の理由から砂場が消えつつあるが、砂場の効用を本園
での視察を通じて再確認させられた。
その他の遊びについては、小学校のような造形室が
設置されており、子どもの作品が多数展示されていた
（図 12 参照）。紙面の関係上、紹介しきれないが、園
内の至るところで子どもの描く大判の絵が飾られてい
たのが印象的であった。
ところで、別室でコンピューターを操作する子ども
の姿を見かけた（図 13）。この子どもたちは、いわゆる学童保育(Hort)の子どもたちで
あると思われる。学童保育は学校始業前と放課後に子どもを預かるものである。ドイツ
の小学校は昼ごろに終了するところが多く、学童保育が KITA などで併設されていること
が多く見られることが報告されている 6）。本園における詳細な学童保育の状況は確認し
なかったが、ドイツの保育事情を示すもので興味深く感じられる。
（２）ブルーメンフィーテル・キンダーハウスについて(Fördezrverein des Kinderhauses
im Blumenviertel)
本園への訪問は 2008(平成 20)年 2 月 6 日に行われた。本園もベルリン自由大学附属こ
ども園と同様、KITA である。本園は１棟と２棟の２つに分かれており、1 棟は２歳未満
の子どもが利用し、２棟は２歳児以上の子どもが
利用している。今回、我々が訪れたのは２棟であ
り、Susanne Koste 園長に案内していただいた。
本園はいわゆるモンテッソリ・メソッドに基づ
く保育活動が行われている。モンテッソリ・メソ
ッドとは、イタリアの「子供の家」の創設者であ
るモンテッソリが打ち出して幼児教育方法である。
モンテッソリは感覚の訓練を重視し、そのための
図 13 学童保育の子どもたち
図 12 造形室
図 14 ブルーメンフィーテル・
キンダーハウスの正面
－ 185 －
では、わかりづらいが、園庭はわが国のそれと異なり、
全面が「砂」であった。この点はわが国の幼稚園や保
育所、あるいは公園に設置してある砂場のルーツを明
らかにした笠間の著書においてドイツの幼稚園と砂と
の関係が示されている 8)。地面そのものが砂であるこ
とは、運動面でも適度な量が確保されるだけでなく、
安全という観点からも有効である。わが国では衛生上
の理由から砂場が消えつつあるが、砂場の効用を本園
での視察を通じて再確認させられた。
その他の遊びについては、小学校のような造形室が
設置されており、子どもの作品が多数展示されていた
（図 12 参照）。紙面の関係上、紹介しきれないが、園
内の至るところで子どもの描く大判の絵が飾られてい
たのが印象的であった。
ところで、別室でコンピューターを操作する子ども
の姿を見かけた（図 13）。この子どもたちは、いわゆる学童保育(Hort)の子どもたちで
あると思われる。学童保育は学校始業前と放課後に子どもを預かるものである。ドイツ
の小学校は昼ごろに終了するところが多く、学童保育が KITA などで併設されていること
が多く見られることが報告されている 6）。本園における詳細な学童保育の状況は確認し
なかったが、ドイツの保育事情を示すもので興味深く感じられる。
（２）ブルーメンフィーテル・キンダーハウスについて(Fördezrverein des Kinderhauses
im Blumenviertel)
本園への訪問は 2008(平成 20)年 2 月 6 日に行われた。本園もベルリン自由大学附属こ
ども園と同様、KITA である。本園は１棟と２棟の２つに分かれており、1 棟は２歳未満
の子どもが利用し、２棟は２歳児以上の子どもが
利用している。今回、我々が訪れたのは２棟であ
り、Susanne Koste 園長に案内していただいた。
本園はいわゆるモンテッソリ・メソッドに基づ
く保育活動が行われている。モンテッソリ・メソ
ッドとは、イタリアの「子供の家」の創設者であ
るモンテッソリが打ち出して幼児教育方法である。
モンテッソリは感覚の訓練を重視し、そのための
図 13 学童保育の子どもたち
図 12 造形室
図 14 ブルーメンフィーテル・
キンダーハウスの正面
－ 185 －
教具であるモンテッソリ教具はフレーベルの恩物と並
ぶものとされる。ドイツ国内では幼稚園創始の祖フリ
ードリッヒ・フレーベルと前出のモンテッソリの教育
法や教材を用いる園が多いのだが、本園はまさにモン
テッソリの教育法を教育方針に掲げていることが同園
のホームページにおいても確認される 9)。
２棟では２歳から６歳までの子どもを対象として
保育を行っている２棟で、教師が担当し、３歳児ク
ラスは 43名の子どもを非常勤を含めて 4名の教師が
担当している。３～６歳児クラスは２クラスあり、
子ども 15 名あたりを教師ひとりで担当している。
保育室は年齢ごとに分かれており、１階にはラン
チルーム、園長室、２歳児の部屋、２階部分は３歳
児から６歳児までの部屋となっている。保育室は整
然とされており、モンテッソリ教具が部屋の至ると
ころに置かれていた（図 15～18 参照）。ああああ
筆者らの訪問時は雪こそ積もっていなかったが、
寒さも厳しい状況であったにもかかわらず、ドイツ
の子どもたちが思い切り外遊びを満喫していた姿を
見ることができた（図 19、20 参照）。園庭というよ
り、小学校のグランドと呼べるほどの広大な場所が
確保されていることに驚かされる。伸び伸びと遊ぶ
子どもの姿をみて、改めて子どもには国境がないこ
とを感じた。
３．まとめ
今回の訪問はドイツにおける幼児教育の現状を理
解するためのものであり、ドイツでの KITA、わが国
図 16 保育室の様子
図 15 保育室の様子
図 17 モンテッソリ教具
図 18 ランチルーム
図 20 園庭（奥が園舎）図 19 園庭で遊ぶ子どもたち
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でいうところの「認定こども園」として設置が進んでいることが明らかになった。これ
はドイツの保育施策が早い段階から幼保一元化を視野に入れていたためであるが、わが
国の一元化論には、制度面、特に予算措置に対する議論ばかりが先行している。幼稚園
であれ、保育所であれ、そこを利用する子どもたちの最善の利益を保証するという視点
がなければ真の幼保一元化はなしえない。今後、どのような形で「認定こども園」が推
移していくか、注視する必要がある。
＜謝辞＞
今回、各園の訪問にあたっては、それぞれの園長先生及び主任先生の好意により実現
したところが大である。関係者にはこの場を借りて、感謝申し上げたい。
＜注＞
注）最初にベルリン自由大学附属こども園の紹介であるが、その前に“Kindertagessätte”
の和訳について論じる。本園は筆者（横井）のベルリン在住知人による紹介で訪問した
施設である。知人によると「ベルリン自由大学大学附属保育園」との訳が適当との示唆
も受けている。本稿では KITA の性質上、そしていうまでもなくわが国の「認定こども
園」の将来像に重なるところもあり、「こども園」の訳をあてた。
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がなければ真の幼保一元化はなしえない。今後、どのような形で「認定こども園」が推
移していくか、注視する必要がある。
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＜注＞
注）最初にベルリン自由大学附属こども園の紹介であるが、その前に“Kindertagessätte”
の和訳について論じる。本園は筆者（横井）のベルリン在住知人による紹介で訪問した
施設である。知人によると「ベルリン自由大学大学附属保育園」との訳が適当との示唆
も受けている。本稿では KITA の性質上、そしていうまでもなくわが国の「認定こども
園」の将来像に重なるところもあり、「こども園」の訳をあてた。
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